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　　川

　 -13    　 

　 -14 15    路

　　 路

　 -12 　　　  　調査

　　

　 地調査（16 ）

　 島 地 （18 ）

26 9 22 26 9 26

　 -12 13    

　 -13 14   路

　 -13 14    

　 -12 14  　 辺 査

　 -12 14  　 辺

　 　 地 （22 ）

　 地 地 （22 ）

　新 　 地 （25 ）

　 久 地調査（25 ）

　 久 　 地 （26 ）

　 地調査（26 ）

26 10 1 26 10 3

　 -12 14  　 辺 （ 路

上 ）

　 -12 14  　 辺

　 （ ）

　 -12 14  　 辺 （ 路）
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　 （文化財 ） （3 ）

　 上 地 （3 ）

　児島 （県道 ） 10 （3 ）
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26 10 6 26 10 10

　 -12 14 　 路 （ ）

　 -12 14 　 路

　 （県 ） （文化財 ）

　 （6 ）

　 上 地 （6 ）

　 島 地 （8 ）

26 10 14 26 10 17
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　 -12 14 　 路 （ ）

　 -14   

 -13 14   の の 路

　 -12 14  （ ）

　

　上 （ 市 ） 2 （15 ）

　 市 3 （16 ）

　 市 2 （17 ）
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　 ー （21 ）

　 地 地 3 （21 ）
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　 -13 路
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26 12 3

　 -13 　　  

27 2 16

　 業

27 3 2 4 5

　 業

27 3 9 27 3 13

　 業

第４ 　 ・ 書作成

　 報告書 行に伴う 報告書 業 27

年 4 月 13 28 年 3 月 4 に 鹿児島県立埋

蔵文化財センター 行 の

の 分 の

の ー 原

の 業 行 報告書 業に 調

査 の

作成 　

事業主 　　鹿児島県 道路

地 築

調査主 　　鹿児島県 会

調 　鹿児島県 文化財

調査 　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

  　 　  　　 　

調査 　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

 調査 　 　

　      有 　 文
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第 1図　 リッ 置図及び周辺地形

  調査 　  　

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

文化財主事　  　

文化財主事　  有 　

事 　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　 　 野　

報告書 会　 27 年 12 月 11

6

報告書 会　 27 年 12 月 11

5
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第２ 　遺跡の位置と 境

第１ 　地 的 境

市 19 年 12 月１ に知覧 頴娃

川辺 生 ２ の

業地 22 30

357 85 県 の 市

市 市 鹿児島市に 島

の地 に 20 の 線

に

知覧 の地 方 方に

に の

川辺に の の に

の 400 500 の

596 知覧 の 517 の

の の の 生

の 知覧 の 川 の 地

地上 の に

（ ）

の うに 地に

地 川辺

市に の

地方の

知覧 の地 地 地 地

に の の 主に

地 （ ）

地 の上に新 ー

の 地 の上に

に の

主

地 方 方に

知覧の 地 に に

地の に に 地

に の 地

の の の

の に に

地 上に

の重 の 分

に 上に新 の

上に新 の の

辺に 業 の

の の 発

100 の 化 に

化 の原 主に

（ ） 鹿児島県 市知覧

に 110 の 川 に

川 の に

に 築

の に 路

築

第２ 　 的 境

知覧 に の の

野 野

上 蔵 川 の に

に行 鹿児島県 会の 分

の方 県 調査報告書

の に の の

に 野 に 17 年に 行 知覧

上 調査報告書

鹿児島県の縄文 の 知

知覧 地の （ ）上

発 の 28 年に

野

に 発掘調査 行

の の 文

１号に発

の うに に に 発

の

の の に に 年

に 地 の （ ）

発

29 年に 川辺 の報告

野 の発掘調査 に

の 文 （ ）

の に 鹿児島県に に

鹿児島県 会 要 に報告

年の 30 年に の発掘調査 行

文 文 発

31 年に に の

発掘調査 行 縄

文 に の 発

の知覧 の 調査

縄文 の 年 立の に 野

の 査 知覧文化 18

号 に 知覧 に調査 発

の の に 年の発掘調査

58 年 発に伴う 調査 行

第 1図　 リッ 置図及び周辺地形
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第２図　周辺遺跡位置図

の 野 の 立

川 原 発掘 の報告

書 行

年に 知覧 24 県 20 年

の の国

年 地 発掘調査 県

の の発

14

年に県

13 年 知覧

180 に

に 縄文 の 78

川に

に の

の の 200

1 の の の

の 発 の

の 生

知覧 の 立

（ ）上 立 16

年

知 立 の

に 63 年 11 年に発掘調査

の の

の上 の

の

の

の の文化 知 重

の ン ー ーン ン

の に 県

の （ ）

上 鹿児島県の縄文

年に ー の地 の

縄文 に の 県

川辺

78 のう 48 縄文 の に

原 文

Ⅰ の の

の 地に 霧島市上野原 に の

の の に

の の の 文の

の の

の の に

の の の

調査の 地 の 地 川 に

の調査に

生 に 地 社

の のう 地

社 発

に の発

の の 44 縄

文 の に の

に 地川 川 の 川

に 年に発掘調査

の の 発

報告に （ ）

の （ ） に

に の

ー の （

） 上野原 県 ２ 地

文

知覧 会 1997 （ ） 知覧 埋蔵文

化財発掘調査報告書 8

知覧 会 2001 立 知覧 埋蔵文化財発掘調

査報告書 10

市 会 2009 市埋蔵文

化財発掘調査 要報告書 2

知覧 立 書  40 号 知覧文化



－6－ －7－

第２図　周辺遺跡位置図
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表１　周辺遺跡一覧表

番号
地 地 の 主

1 鹿児島県 市川辺 野 33 年 6 月 1

2 鹿児島県 市川辺 野 地

3 野 鹿児島県 市川辺 野 地

4 鹿児島県 市川辺 地 13 年分 調査 19 年調査

5 鹿児島県 市川辺 野 地 縄文（ ） 25 年 26 年 調査

6 鹿児島県 市川辺 地 縄文 42 年 3 月 25

7 鹿児島県 市川辺 地

8 地 鹿児島県 市知覧 地 地 12 13 　 ） 鹿児島県市 地 60 年

9 野 鹿児島県 市知覧 地野 地 知覧 57 年

10 鹿児島県 市知覧 地 地 の の ） 鹿児島市 地 60 年

11 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

12 鹿児島県 市知覧 地 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

13 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

14 鹿児島県 市知覧 地 地 縄文 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

15 鹿児島県 市知覧 地 縄文 縄文 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

16 鹿児島県 市知覧 地 縄文 縄文 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

17 鹿児島県 市知覧 地 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

18 鹿児島県 市知覧 地 地 生 生 知覧 57 年

19 鹿児島県 市知覧 地 地 生 生 （ 知覧 57 年

20 鹿児島県 市知覧 地 地 5 5 発

21 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ） 生 鹿児島県市 地 60 年

22 鹿児島県 市知覧 地 地 生 生 鹿児島県市 地 60 年

23 地 鹿児島県 市知覧 地上 原 地 地

24 上 鹿児島県 市知覧 地 上 地 縄文（ ）  5 5 発

25 上 鹿児島県 市知覧 地 上 地 縄文（ ） 5 5 発

26 上 鹿児島県 市知覧 地上 地 5 5 発

27 ン 鹿児島県 市知覧 地 ン 縄文（ ） 生 生 鹿児島県市 地 52 年

28 鹿児島県 市知覧 地 地 生 生 知覧 57 年

29 蔵 鹿児島県 市知覧 地 蔵 地 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

30 鹿児島県 市知覧 地 地 25 26 年発掘調査

31 タ 鹿児島県 市知覧 地 地 生 生 知覧 57 年

32 鹿児島県 市知覧 地 地 6年

33 鹿児島県 市川辺 野 地

34 野 鹿児島県 市川辺 野 野原

35 鹿児島県 市川辺 野 地

36 鹿児島県 市川辺 地

37 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

38 野 鹿児島県 市知覧 野 地 知覧 57 年

39 野 鹿児島県 市知覧 野 地
縄文（ ） 生

40 野 鹿児島県 市知覧 野 地 5 5 発

41 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ）

42 原 鹿児島県 市知覧 原 地 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

43 社 鹿児島県 市知覧 地 生 鹿児島県市 地 60 年

44 鹿児島県 市知覧 地 生 地 発 　知覧

45 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

46 鹿児島県 市知覧 地

47 鹿児島県 市知覧 地 鹿児島県市 地 60 年

48 鹿児島県 市知覧 地 鹿児島県市 地 60 年

49 A
鹿児島県 市知覧

地 縄文 生 縄文 生 17 年調査
調 37 年上 蔵 川野 掘調査　知覧
57 年

50 川 鹿児島県 市知覧 川 地 川 6 10 県 ン ー ン ー 分 調査

51 鹿児島県 市知覧 地 縄文 縄文

52 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ） 文 川 鹿児島県市 地 60 年

53 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

54 鹿児島県 市知覧 地 6 4 6 月発掘

55 鹿児島県 市知覧 地 生 生 知覧 57 年

56 原 鹿児島県 市知覧 原 地 生 生 知覧 57 年

57 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ） 文 川 3 9 発掘調査

58 知覧 鹿児島県 市知覧 知覧 地 生 生 知覧 57 年 4 掘調査

59 鹿児島県 市知覧 地 川 知覧 の

60 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ） 鹿児島県市 地 60 年

61 鹿児島県 市知覧 地 鹿児島県市 地 60 年

62 上 鹿児島県 市知覧 上 地

63 鹿児島県 市知覧 地 年報 9 31 年発掘

64 月 鹿児島県 市知覧 月 地 縄文（ ） 生 5 5 発

65 鹿児島県 市知覧 地

66 鹿児島県 市知覧 地 縄文（ ） 上 31 年 発掘 年報 9

67 有 鹿児島県 市知覧 有 地 5 5 発

68 地 鹿児島県 市知覧 地 地

69 ） 鹿児島県 市知覧 川 報告書

70 霧 鹿児島県 市知覧 霧 地
縄文 生

鹿児島県市 地 60 年

71 鹿児島県 市知覧 の 地

72 鹿児島県 市知覧 地 生 生 知覧 57 年

73 原 生
鹿児島県 市知覧

地
の 地上 に

に

74 知覧 行 鹿児島県 市知覧 原 地  26 年 27 年 調査

75 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

76 新 鹿児島県 市知覧 新 地 5 5 発

77 鹿児島県 市知覧 地 生（ ）

78 鹿児島県 市知覧 地

79 鹿児島県 市知覧 地 5 5 発

80 鹿児島県 市知覧 地

81 鹿児島県 市知覧 社 地

82 鹿児島県 市知覧 地 縄文 知覧 57 年
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第３ 　発掘調査の方法

第１ 　発掘調査の方法と成

１　発掘調査の方法

調査地 110 の 川 の 上に立

地 に

調査 掘調査

事に 876 に 発掘調査 行う

野 の 109

に 10 の

（ ） に の －12

－13 14

調査地 川 上に 立地 調

査地 道路 の の に

川 重

辺地 の

（ ） 上 に

上 行 の の

上 行 調査 発掘 業

調査 26年 月 27年３

月27 117 業 25 行

調査地の 地 27年２月16

３月27 の埋 業 行

調査に ー 知覧に

文書の に

２　遺構の と検出方法

調査地 の ２ ３ の埋

埋 重

調査 路

分 路 路 に

の 掘 上に 築

築

路上の の

に 方 の 文

書に に

３　金山水車（轟製錬所）跡に いて

(１ 轟製錬所の

調査地 に 川の

の 行

市の に

1902年 35年 に 国 地

地 に 号 1904年 37年

市 に

の３ の 1912年

45年 の 1935

年 10年 の 1924年 13年

に に 発

に の

(２ 築造の時 背景

業 の に 発

に 1872年

の 有 業 にの 国

国 主 年

の 掘 掘 に

15年 の国 の の

主の 発

1890年 業 発 1892年6月1 行

国 主 業 主 国 有

に 業 1年 の 掘 久の

の 掘

業 県 地 発

行 地の有 に 県 の

業 に 発 行

の に

業 に

発に に

の

市知覧 川に に

築 国 の 化 重 行

の に 行

に 市頴娃 の

の 知覧

掘 の 行

川に３ の

(３ 赤石 山

市知覧 に

（ ） 方 に 11 の に

1890年 23年 に の 発

野 1901年

34年 に 行 知覧

の 1906年 39年 に

1912年 45年 改 掘に

1943年 18年

1968年 43年 有限会社 業 改
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金山水車（轟製錬所）跡関連年表

年 文

1905

1926

轟製錬所操業初期段階古写真

1912年製錬所平面図

※このページの掲載写真は，著作
権により保護の対象となっていま
すので，ホームページ上で公開す
ることができません。ご了承くださ
い。

※このページの掲載写真は，著作
権により保護の対象となっていま
すので，ホームページ上で公開す
ることができません。ご了承くださ
い。
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金山水車（轟製錬所）跡調査区（上空から）

第３ 　調査の成

１　調査の

発掘調査 調査 －12 －13 14

に 行

分

掘

に 築

築 の

に 方 道 の

に

辺の埋

２　遺構

（ ） の 調査

調査 調査 の 川上 に

築 の の

に の

の 調査 に

の 路 の に 川

埋 調査

（ ） 調 行 （

） 分 路（ ） 路

新 の

道 蔵

のの 調査

に 川

に に に

に 上 ２ の

に伴う

に に 築 発 の

発 ター ン 発

導水溝（第５図・第６図・第７図）

－12 14 に

調査 に 48

（上 ） の に 川

に 分 30 の

に の 方 に

上 の

の に の の

分 に

の

上 の の分

24 に 180 200 30

30 の

－12－
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第４図　金山水車（轟製錬所）跡遺構 置図（ 1 200）
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の の

の

の の

分の の に

の

200 85

190 95 － 分

135 90 － 分 125

60 上 に

24 の に の分 に

18 に の分

道跡（第４図・第８図）

道 －13 14

の に う に

方 に に

に 化 道

１ ２ 分 20 の

方 に 化

の う 道 川方 に

築

掘 ン

線 １に の道

道 の に に

うに

石垣（第９図）

地 川に －

13 14 築方 の の

に１ に分

第５図　導水溝（東側）検出状況（ 1 200）
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築 に の の 地

の

石垣１（第４図・第 10 図）

１ － 13 路に

う うに の の

の の

ン 分 70 90

分 の に 60 の 化

の に

石垣２（第４図・第11図）

　 ２ － 13 14 に
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100 の 方 の の ー

に うに 線

4 5 40 方

の の の の

石垣３（第４図・第 11 図）

　 ３ － 14 の

川 に 分

２ の の 方

　 上 100 30

の 方 の に ２ 分に

に 築 行

第６図　導水溝（西側）検出状況 (1 （ 1 200） 第６図　導水溝（西側）検出状況 (2 （ 1 200）
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第６図　導水溝（西側）検出状況 (1 （ 1 200）

　 辺 の

の 20 方の に１

石垣４(第４図・第12図）

　 －14 ２

３の の の に 線 に
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に の
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の に う

　 道 の 道 に

築

放水口（第13図）

　 －14

第６図　導水溝（西側）検出状況 (2 （ 1 200）

導水溝跡と に掘り込まれた 穴
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第８図　道跡検出状況（ 1 200）
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第８図　道跡検出状況（ 1 200）
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分水溝２( 第４図・第 15 図）
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初期段階と思われる石垣１
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100 に

70

　 川 の の の

に 40 30 の ン に

の に の

（ ー ）に

　 の 7 7 30

の

排水枡（排水溝末端甌穴）（第４図・第18図）

　 －14

　 の 上

220 130 の 250

第 13 図　放水口検出状況（ 1 100）

放水口の堰板溝 （ ）　導水溝の堰板溝 (右） 放水口の堰板溝，上部に 角い切り込み

第 15 図　分水溝２検出状況（ 1 100）

第 14 図　分水溝１検出状況（ 1 100）



－24－ －25－

第 13 図　放水口検出状況（ 1 100） 第 15 図　分水溝２検出状況（ 1 100）

第 14 図　分水溝１検出状況（ 1 100）
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80 上 に
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水車小屋１上屋跡（第４図・第19図）
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第 16 図　水車坑検出状況 (1 （ 1 100）

出水口 図

第 16 図　水車坑検出状況 (2 （ 1 100）



－26－ －27－

第 16 図　水車坑検出状況 (1 （ 1 100） 第 16 図　水車坑検出状況 (2 （ 1 100）
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（90 ） の

　 に 90

80 20 の方 の掘
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水車小屋２上屋跡（第４図・第 19 図）
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行 調査
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行３ の

　 の に 分 ２ の

上 １ （

第 17 図　水車坑からの排水溝検出状況 (1 （ 1 100）

水車坑の排水口（ を上から掘り いている）

第 17 図　水車坑からの排水溝検出状況 (2 （ 1 100）



－28－ －29－

第 17 図　水車坑からの排水溝検出状況 (1 （ 1 100） 第 17 図　水車坑からの排水溝検出状況 (2 （ 1 100）
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84 8 ） ２ （72 72 ） に

３ （9 09 ） １ （3 03

）の 20 に

建物跡１（第４図・第20図）

　 １ － 13 １の に
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番 の の 1 8
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築 の
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の

建物跡２（第４図・第 21 図）

　 ２ － 12 13

　 １の に 地 に

第 18 図　排水枡（排水溝末端甌穴）検出状況（ 1 200）

排水枡内の埋土掘り下げ状況

古写真１　右側の切妻 きの建物が水車小屋１の初期段階と思われる

古写真 2　西側より第 1搗 所，第 2搗 所， ， 積 が見える


	金山水車跡遺跡_表紙
	金山水車跡遺跡_本文



